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伝染病について

園内における伝染病の蔓延を防ぐため、又、感染した園児が十分に病気から回復する為に、

以下の疾患に罹患した場合、登園停止措置をとらせていただきます。下記の伝染病と診断された

場合は、園内の感染状況把握や二次感染防止対策の為、当園まで早めにご一報ください。

なお、治癒後登園される際には必ず「登園に関する意見書」を担任まで御提出下さい。意見書

がない場合は感染症が十分回復していないと判断し、登園をお断りさせていただきますので、

ご理解、御協力お願いいたします。

● 主な伝染病の種類と出席停止期間の基準（意見書が必要とされるもの）

病名 出席停止期間、症状、感染経路など

インフルエンザ 発症後 5 日を経過し、かつ解熱した後 3 日を経過するまで

・ 主な症状…発熱、頭痛、関節痛、全身倦怠感、その他風邪症状

・ 感染経路…飛沫感染（くしゃみ、咳などで感染する）

百日咳 特有の咳が消失するまで

・ 主な症状…発作性の咳を長期反復持続

・ 感染経路…飛沫感染

麻疹 解熱した後 3 日を経過するまで

・ 主な症状…発疹、発熱、咳、鼻水、目やに、口腔内に白い斑点

・ 感染経路…空気、飛沫感染

風疹

（三日ばしか）

発疹が消失するまで（発疹後の色素沈着は登園可）

・ 主な症状…発疹、発熱、後頸部リンパ節腫脹、結膜の充実

・ 感染経路…空気、飛沫感染

流行性耳下腺炎

（おたふくかぜ）

耳下腺の腫脹が消失後１～２日

・ 主な症状…３７～３８度の発熱、耳下腺、舌下腺の腫脹

・ 感染経路…飛沫感染

水痘

（水ぼうそう）

すべての発疹が痂皮化するまで

・ 主な症状…水疱のある発疹、発熱

・ 感染経路…空気、飛沫感染、接触感染

咽頭結膜熱

（プール熱）

主要症状が消退した後 2 日を経過するまで

ただし、発病後 2 週間はプール入水禁止になります

・ 主な症状…発熱、喉の痛み、結膜炎、首のリンパ節の腫れ

・ 感染経路…飛沫、接触感染

結核 排菌がなく、症状により医師が伝染のおそれがないと認めるまで

・ 主な症状…初期；自覚症状なし。X 線にての発見が多い

・ 感染経路…飛沫感染

流行性角結膜炎 医師によって伝染のおそれがないと認められるまで

・ 主な症状…発熱、眼瞼浮腫、目やに

・ 感染経路…接触感染



急性出血性結膜炎 医師によって伝染のおそれがないと認められるまで

・ 主な症状…結膜充血、眼瞼浮腫、浸出液

・ 感染経路…接触感染

腸管出血性大腸菌感染症

（O-157 O-26 など）

医師によって伝染のおそれがないと認められるまで

・ 主な症状…腹痛、嘔吐、水様性あるいは泥状の下痢便、血便

・ 感染経路…経口感染

溶連菌感染症 抗生剤治療開始後 24 時間を経て、全身状態が改善するまで

・ 主な症状…全身に広がる小さな発赤、いちご舌、発熱

・ 感染経路…飛沫感染

マイコプラズマ感染症 急性症状（発熱、嘔吐、下痢等）の消失、全身状態が改善するまで

・ 主な症状…発熱、頭痛、嘔吐、下痢、咳

・ 感染経路…飛沫感染

感染性胃腸炎

（ﾛﾀｳｲﾙｽ・ﾉﾛｳｲﾙｽなど）

嘔吐、下痢消失し、全身状態が改善するまで

・ 主な症状…下痢、嘔吐、発熱

・ 感染経路…経口感染

急性細気管支炎

（主に RS ｳｲﾙｽ）

急性症状（発熱、咳等）の消失、全身状態が改善するまで

・ 主な症状…発熱、咳

・ 感染経路…飛沫感染

●条件によっては出席停止の措置が必要と考えられる疾患（意見書は必要なし）

ヘルパンギーナ 全身状態がよければ（解熱、咽頭痛消失など）登園可能

・ 主な症状…38 度～40 度の高熱、咽頭部の水疱

・ 感染経路…飛沫感染

手足口病 全身状態がよければ（解熱）登園可能

・ 主な症状…手のひら、足の裏、口の中に米粒のような発疹

・ 感染経路…飛沫感染

伝染性紅斑

（りんご病）

発疹のみで全身状態の良い者は登園可能

・ 主な症状…軽い風邪症状の後、発疹出現（顔面に紅斑性発疹）

・ 感染経路…飛沫、接触感染

●通常出席停止の措置は必要ないと考えられる疾患

アタマジラミ 駆除用のシャンプー、パウダーを使用し治療することが必要

伝染性膿痂疹（とびひ） 病巣が乾燥するまでガーゼ保護が必要（プール入水禁止）

また、症状によっては１～５日程度、自宅療養が必要（医師の判断）

水いぼ とくに必要な処置なし

※出席停止期間はあくまでも目安です。必ず医師の指示を仰いでください。

なお意見書が必要でない疾患でも受診の際、自宅療養期間、登園可能時期を医師に必ず

確認して下さい。


